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Fi 」たUNSは 日本国際連合学会の英文名称 (Japan Associati()n for United Nations

Studies)の 略です。

「 , このニュースレターには、学会の活動や会員の皆様ハ、のお知 らせを掲載 します。

0 学会へのご意見、こ質問などは、上記事務局へお寄せ下 さい.

1 第二画研究大会の日程およひブ[ク ラムの概要

本学会ジ)第 11回 研究大会は、2001年 6月 9層 (11,お よび 1(〕 号 (E)√
'■

.目 踊、

東京の国際連合大学で開催される予定です.共通テーマ |ま 「国連 と日本一新たな関係の模

索 :(仮題 )で 、 (1)国連における日本の役割、 (2,国連に対する日本の貢献、 (3)

甕l連 で働 く日本 人職員の役割 と課題 、の二つのセッションを企画しています:,ま た、「日

違 と藤本 :世 界ほ日本 :■ 何を期待するか |(仮題)を テーマに、国際シン十ジウムを計画

しています.多 くの会員の皆様の参加を期待 していますので ,今から来年の手帳に書き込

えでおいて]さ い.ま た、このよう・
‐
テーマに関心のある学生や 一般の人にも参加が認め

|.れ ますので、お近 くの人達にもお声をおかけIさ い
`

1.本学会主催特別講演会開催

2001年 3月 下旬に前大韓民国国連大使の Park&Ю Gil氏 をお招きヒ́て、 :国連に

おける日韓協力J(仮題)に 関する講演会を計画 しています。日時、場所等の詳細は違っ

てこ案内しますので、こ都合のつく方はぜひご参集下さい。

3.新入会員仮承認

F記の方々の入会か、2000年 7月 10日 および]0月 20日 の運営委員会において

仮承認されました.入会は規約によりますと理事会の承認事項となっていますが、理事会

が年 1回開催 (研究大会の際)を原則としているために、途中で入会を申し込まれた人:二

f)い ては、運営委員会において仮承認する手続きをとっています.正式の承認は次の理事

会で行われますが、事務手続_上 は運営委員会で仮承認 された時点から会員として扱われま

す.な お、お名前は5拳 音I豪 で、敬称、ご所属等は略させていただきます:

岩問 陽子、

坂目 規純 、

水本 稀隻 、

大菫  穂、  た久保徳衛、  久保田徳仁、  黒覆: 順手、

佐i白 太郎、 DRIFTE,Reinhard.西 暦  純、  林   光、

宮崎  争                   (.以 上 12名 )



4.理事退任および退会

下記の方々が健康上の理由等で理事退任または退会を申し出られ、 7月 10日 およひ 1

0月 20日 の運営委員会において仮承認されました。正式承認は次回総会および理事会に

おいて行われます |

藤画 公郎 (理事退任、退会 )

内山 正熊 (退会 )

5.会費納入のお願い

このニニースレターとともに会費請求書が同封されている方は、至急 ご縦入下さいます

よ・うお願いいたします● 本学会は会費を主な財源 として運営されておりますために、皆様

のご協●1か不可欠てす なお、 2年を越える長期滞継者に関しては、規的 1■ 従 って退会を

お願いすることがあります。よろしくこ理解とこ協力をお願いいたします
`,

6 A(;UNS主 催ワークショップ、研究奨励金のご案内

本学会 :緊密な提携 FxFl係 にある Acadettic Councll on the United Natio■ sS、7steI IAC

UNS)か ら、若い研究者に対する研究奨励金申し込みの案内 (下記)と  人道的干渉と国

際機構の役害」:に 関する夏季ワークシ=,Iプ (2001年 8月 5‐ ]8澤 、ナ ミビアclウ ィ

ルドアーク、旅費を含む参加費用主催者負担)に 関する案内 (別紙 )が爆いています:鷲i

心のある方は英文案内をご参照の_三 、直接 ACUNS にお中し込み下さい。
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